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自己評価及び外部評価結果

事業所番号 ２６９４０００２９６

法人名 社会福祉法人 京都市社会福祉協議会

事業所名 グループホームかたぎはら

　　　　

２階

所在地 京都市西京区樫原百々ケ池３１番地「８

　

西京ふれあい地域福祉センター内

自己評価作成日 令和３年２月２１日

　　　　

１。，ｒ－ －
・情帽日１令和

　

年

　

月

　

日自己評価作成日

　

令和３年２

ノンク先

項

　　

目

　

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
５６

　

を掴んでいる

　

（参考項目：２３，２４，２５）

員が～一緒にゆったりと過ごす場面

：１８，３８）

５８手芸用考墓詣発会
ひとりのぺ で暮らしている

ることで生き生きした

　

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
６０ る

　

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
６１ 〈過ごせている

↓該当するものにＯＥＰ
取 り 組

　

み の

　

成

　

果
↓該当するものにＯＥｎ

６３ 怒ざることをよく聴し

目：９，１０，１９）

　

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
６４

　

域の人々が訪ねて来ている

から見て、
６７ 足していると思う

て、利用者の家族等はサービスに
足していると思う

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）〕
・今年度から看護師配置に伴い、入居者の毎日の体調の把握を行い安心して過こして頂いている。日中・夜間、急
な体調の変化や突発的な事故に対しても早急な対応や、医療との迅速な連携を行っている。
・委員会活動や内部研修等を通して入居者の理解を深め、かたぎはら理念「笑顔とぬくもりを大切にし 寄り添いな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－、

　　　

’

　

ば十 ・ 女

　　

、な

　

占か、↓「

　

の人らし

　

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
６２

　

軟な支援により、安心して暮らせている

　

（参考項目：２８）



京都府 グループホームかたぎはら

　

２階

自己評価および外部評価結果

（２「灘鰐鰯琶識禦一癖 馴・鰯嘉露
Ｃ翠禾″－の力を凄ん・しｒ

；‘おこ員献

識擬謝誓繊 麗１驚き靴雛翻そ嬰ｋまずて活かしている

（３一際饗鰯縄岬競 闘歴醇
（４一曇翻霊置馨言撞蓄捲戴鰻鰯運肇懲選ｒ瀞

（５園妻嚢騨篤墨禦碁選離籍標驚嚢饗ｏぎ

１／８



２／８

自
己
一７

外
部

　　　　

項

　　

目

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち～利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

自己評価 外部評価

　　　　　　

実践状況

研修を通じて職員間で理解を深めている。
職員のストレスや感情のコントロールが行
えるよう毎日その日の出来事を共有する時
間を設けている。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

８ Ｕ↑種不：

　　　

． Ｅ刃９

　

０ネリ原ミ″；］‐だす＜二白川

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう
支援している

外部研修に参加し、回覧や報告を行ってい
る。保佐人がついている入居者には必要に
応じ相談させてもらっている。

９

（６）

○契約に関する説明と納得
契約の締結 解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね～十分な説明を
行い理解・納得を図っている

事前の問い合わせや質問に関しても丁寧
に説明し、契約時も本人や家族から不安や
疑問点を確認しながら説明を行い‐理解納
得に努めている。

ｌｏ （６）
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

ザーアンケートを実施し結果も公表している。コロ
ナ禍において面会が出来９－，．〆を意見を頂いて
おり‐都度の連絡・毎月の近況報告・込÷

　

′

　

ト

リ不安解消に努めている。

１１ （７） ○題目に関する職員意見の反映
代表者や管理者は 運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

定期的に会議の時間を設け、代表者、管理
者は職員の意見や提案を聞く機会を設けて
いる。人事考課制度ーヒヤリングが各職員に
対して実施している。

１２ ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など‐各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

人事考課制度を取り入れ、代表者は各職員
とのヒヤリングの機会を設ける事で職場環
境、条件の整備に務めている。

１３ ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し 法人内外の研修を受ける機会
の確保や 働きながらトレーニングしていくことを
進めている

昨年度よりＯＪＴを取り入れ、新規職員を育
てる体制を構築。外部研修への参加やコロ
ナ禍においてでも向上が図れるよう内部研
修の場を設けている。



目 外
部

項 目

　　　　

…

　　　

自己
湖

　　　

…

　　　

実践状，

　　

外部評ィ平 如 “畑 中 胤 か
１４

　　　

鷹

１５
彊

ｏｍ」未召との交流を通じん向上

代表者は～管理者や職員が同業者と交流する桜

　

居住系委員会～法人内の市域・ブロック会
会を作り一ネットワークづくりや勉強会、相互訪問

　

議に参加し、情報交換やケース検討を行い
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい

　

サービスの質の向上に努める。
く取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係
サービスを導入する段階で、本人が困っているこ 繋義時

に▼盃塞ぎ害茅嬰盤
と：姥蓄翰惑乱

と、不安 にと、要望等に耳を傾けながら、本人の 言愛、本
ハ
人霧隷安島待避緩

幻
で葱きる墨将蘭係素安心を確保するための関係づ〈りに努めている

　　

や環境作りに努めている。

１６ ）鴨刀ｍｌ

な撒蟹蛋塵謝票ヨ泰鯵墓警躍挺喜爵蟻翻≦ぎづくりに努めている

１７ Ｃ著／，．一応の見極，
ｈｊ‐も橋

日碓廓蹴、級臓が「そ Ｅ 一してい撚対応にの時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

１８ ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、 轍 れる－方の立場におかず・鰻 轍 誓 薄 謝で暮らしを共にする者同士の関係を築いている

１９ ○本人を共に支えあう家族との関係

騒震 翻響鰍姦圏饗鞭駆轟麦聾えていく関係を築いている

２０ （８） ０馴染みの人や場との関係継続の支援

鰯議爾麓璽一顧議鰍鰐蛋

己

　

部

　　　　　　　　　　　

項

　　

目 ぃ内命
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自
己
一打

外
部

　　　　

項

　　

目

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

　　　　　　

自己評価

　　　　　　

実践状況

利用者同士の関係を把握し‐配席や外出時
のベアリングを検討したりなど 一人一人が
孤立せず関わり合いの持てる関係作りが出
来るように努めている。

　　　　　　　

外百－〉口ＴＩＷ

実践状況

　　　　　　　　　　

次のステップに向けて期待したい内容

２２

要響

○関係を断ち切らない取組み
リ

　

ビス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人’家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

１

　

Ｉ

　　

Ｆ１，” “乾衝ａＣ－、ー

　

鯵１りて－

　　　

－ロー

　　

２

０思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望～意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

サービス終了後も関係を大切にし必要があ
れば相談やフオローが出来るように努めて
いる。

日々の生活の中で本人の意思を把握し、生
活リズムや希望に応じ、食事・入浴時間の
変更や買い物等に対応している。

／／
２４ ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

モニタリング・アセスメントを行うことにより把
握に努めている。センター方式の活用や家
族に直接確認することも実施している。

２５ ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態‐有する
力等の現状の把握に努めている

一人一人の１日の状況について、記録に残
し、職員間で話し合いや申し送りを通じて現
状の把握に努めている。毎月モニタリング・
アセスメントの実施。

２６ ＬＩＵノＣプ

　

ムぐノくるｉ。叉計画とてニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介」；Ｔ凶４作放している

定期的にケースカンファレンスを行い、課題
とそれに向けた改善策について、検討と実
施を行いケアプランにも反映させている。

２７ ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

個別；し全ネー記入し、毎日ミーティングを実施
し職員間で情報を共有しながら、実践、介
護計画の見直しに活かしている。

宣 齢

　　　　

項

　

目 けて期待したし

４／８



自
己
濁

外
部

　　　　

項

　　

目

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して 既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

　　　　　　

自己評価

　　　　　　

実践状況

必要に応じ、歯科往診＼ 効－。；‘－－ ｉ
‐を利用

し、柔軟な支援やサービスを行うよう取り組
んでいる。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

２９ ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し 本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

希望時には近隣のコンビ‐二での買い物、公
園までの散歩、季節に合わせたドライブな
ど日々の暮らしの中に楽しみを作れるよう
支援している。

３０ （１１）○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援し
ている

受診時に施設でのご様子などを家族へ報
告し、必要に応じて主治医に手紙やＦＡＸな
どでも報告して主治医と連携が図れる様に
支援している。

鋼

　　　　　

一鑓

０三歳職とＵノ；あ働

介護職は 日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の石。酬豹ｔＪ日刀岡戸達ｉ平等に伝え

て相談し～個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又～できるだけ早期に退院できるように 病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりをイアノている一

利用有の体調や服薬、定期受診以外での
受診の必要性などを職場内の看護師と相

。炎、情報共有し 適切な看護を受けられる
よう支援している。必要時の受診や急な通
院調整も行っている。

コロナ禍でも病院側の対応に合わせ、訪問
が難しい場合でも電話連絡以外にも書面で
のやりとりも活用し病院関係者との関係作
りに努めている。入院中は定期的に情報収
集を行っている。

３３ （１２）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人，家族等と話し合いを行い 事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

看取り研修を行い、職員一人一人が終末期
に向けた知識を持ち 事業所内で出来る事
を家族に説明しながらチームでの支援に取
組んでいる。看取りに関する外部研修に参
加している。

３４ ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて‐全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い‐実践力を身に付けている

訓練は行えていないが、職員全員が緊急時
の連絡手順を把握し、急変時のフロー
チャートを参考に行動する事が出来てい
る。ＡＥＤを設置し、使い方の研修を実施して
いる。

項

　　

目 、内容

５／８



自

己
蚕

　　　　　

！】
矯

外
部
面

　　　

ｒ
＆

　　　　

項

　　

目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自 己 評 価

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実 践 状 況

○災害対策

織薯票整雛菱電欝饗全
時義貞零落書檀静電 鷲闘学堅調軟。

実施ｏ地域との協力
とともに、地域との協力体制を築いている

恩讐唖二１ｆ：；球罰Ｔｒｌ‐Ｅ雷；．○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを 支援を行う際には説明し同意を得るように
損ねない三染ん・けや対応をしている

　　　　　　　

心がけている。不適切ケアや虐待・身体拘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

束の内部研修の実施。

３７ ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

離嚇鍬が思い欄楓開 熟睡 臓轟総長自己決定できるように働きかけている

３８ ０日々のその人らしい暮らし

禦卿蹴雫嬬鰍元ド 翻潔諮欄過ごしたいか‐希望にそって支援している

３

　　　　　　　　

一４ （１５）

○身だしなみやおしゃれの支援

　　　　　　　　

衣類着用の選択や化粧品を持たれている

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように方は促し、居室洗面台に化粧品を置いてお
支援している

　　　　　　　　　　　　　　　　

くなどしている。また、頭髪の舌Ｌれがあれば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

必要に応じてブラシで整えている。定期的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に訪問理美容利用の調整を行っている。

○食事を楽しむことのできる支援

　

ェ 寮十“←ふｍ←←ヱ」二

　

一ｆハＬｕｍ★ヱ

　

職員と共に、調理や食事準備や片付けをし

　

空手迄変争又警ｒ体雲蜜女し
一
飽鐘楼圭三巡忍准 て頂いている。自身のエプロンを着用して頂

　

刀き活かしほかり・↑リｍ官こ職貝が一般～－半 き準備することで役割をもつことの支援につ
備や食事～片付けをしている

　　　　　　　　　　

なげている。

４Ｉ ０栄養摂取や水分確保の文援

綴曇醇殻総計簾翻饗綴応じた支援をしている

目

　

外

　　　　　　　　　　　

項

　　

日 －口けて期待したい内容

６／８



７／８

　　

京都府 グループホームかたぎはら

　

２階

宣 喬

　　　　

項 目

　　　　　　　　

墨 灘

　　　　　　　

実践状況

　　

外部評価
卿 耐 獅 臓 紐 轄

　　　　

人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ 宴膨 暫 繕お朝
て多量嵩ま
力
声
で家憲豊麗寒

４２

　

官房鍔署雛 罫が生じな、よう、毎食後、－ 食後・溜め込みがみられる方には毎食後の

　　　　　　

′／／
／／
′

　　　　　　

／
／
／ ／

　　　　

アをし

十

ている

　　　　　　　　　　　　

十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

／／／
／／／
／′

　　　　　　　　　　　　　　　　

／／
／′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

を 行って いる。

４３（１６）○排池の自立支援

　　　　　　　　　　　　　　　

排池リズムを把握し、声掛けや誘導を行っ

　　　　

排池の失敗やおむつの使用を減らし‐一人ひとり ている。尿意が暖昧になっている方につい

　　　　

の力や排池のパターン、習慣を活かして、トイレで ても、様子をみてトイレに案内しパット内だ

　　　　

の排池や排池の自立にむけた支援を行っている

　

けでの排池にならないよう自尿の促しに努

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

め て いる。

　　　　

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工

　

製品の提供や水分ーぃ。α，バ，夢

　　　　

夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に

　

らう事により便秘．｝閏

　

－－一んでいる。排便状況

４４

　

０便秘の予防と対応

　　　　　　　

体操を行ったり、毎日ヤ２化燈提供蓄電 奥書

　　

／ ／
／′－
－－－

　　　　　

′／′
′′／
′／
／

　　　　

取り組んでいろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

を把握し‐必要に応しで」
＝

　

＊「菅

　

・

　

ａ旦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

嬬動音を聴取してもらっている。

４５（１７）０入浴を楽しむことができる支援

　

崩さヱ鞭謝臨書揃わ鞘恥鴛喜適期醗酵艶で療養審議霊園希

　　　　

めてしまわずに、個々にそった支援をしている

　　

行っていろ。

４６

　

警護塾喜醗酵墓発揮きざ芸蹴濁瀦 別喜義離籍轟離籍豊墓園壷滋養

　　

／／
／／

　　　

／／
／

　　

援している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

していろ。

　　　　

法や用量について理解しており 服薬の支援と症

　

努め、必要時に家族や医師と相談し、服薬

４７

　

鮫 瀞 縁使用している薬の目的や副作用、用 看護自市と連携し、日々の状態変化の把握すこ

　　　

／／／
′′／
／／
／／
／

　　　　　

／／／
／／
／／
／

　　　　

状の変化の確認に努めている

　　　　　　　　　　

について支援している。

　　　　

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように－－

　

ている。ドライブやカラオケ等の気分転換行って

　　　　

人ひとりの生活歴や力を活かした役割、暗好品

　

いる。個々の逼↓去には希望の喧好品を食事で

４８

　　　

０役割、楽しみごとの支援

　　　　　　　　　　　

新聞の提供や生活歴より居室レイアウトを考慮し

　　　　　　　　

′′′
′′′
′′′
－－－
′′′
′′

　　　　　　　　　　　　

′／
′／
／／
′／
′／／
／

　　　　

楽しみごと、気分転換等の支援をしている

　　　　

提供したりやケーキ作り作りを行い雰囲気を大切

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

にしている。
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目
自己評価 外部評価
実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

４９ （１８）○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって‐戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又 普段は行け
ないような場所でも～本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

コロナ禍もあり、近所での散歩や近隣ドライ
ブのみの実施となる。

５０ ０お金の所持や使うことの文援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

一部の入居者はお金を所持することで安心
される方もあり自己管理している方もいる。
お金を所持している利用者は希望時買い物
に行くなど一使えるように支援している。

５１ ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

内容を聞き～必要に応じ連絡を取れるよう
に支援している。顔を見合わせて行えるライ
ン電話を導入している。

５２ （１９）○居心地のよし、１ｔ用エーｊｉくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し‐生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

毎日の共有空間の掃除の実施。座席の考
慮。イベント毎に沿った置物や壁面を飾る
事により、季節感を取り入れるなどし、生活
空間に工夫をしている。

５３ ０共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で‐独りになれたり、気の合った利
用者同士で思し、思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

ソファーや机を設置する事により～個人の空
間の確保と利用者同士で過ごせる居場所
の工夫を行っている。コロナ禍もあり‐食事
テーブルを増やした。

５４ （２０）○居心地よく過ごせる盾±の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は一本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

家具雑貨等は自宅で使われていた馴染み
のある物や好みの物を使用し‐設置の際は
利用者・家族と相談している。

５５ ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして‐安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

長距離歩行が難しい方などに合わせて、休
養も出来るようにソファーを設置したりして、
出来る限りその方々に合わせた環境作りに
努めている。貼り紙なども活用し、自立出来
るように工夫もしている。

ループ、－ムかた
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